外来・通所チームカンファレンス記録
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平成26年12月24日（水）　　　　　司会：小林　葉子　　記録：櫻田　靖子

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	○
	○
	業務

	三浦

(綾)
	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	吉田
	岩見
	
	

	業務
	業務
	○
	○
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・12/25（木）青陽館クリスマス会。当日のスタッフの動きを見て、不明な点があれば担当の櫻田に確認して下さい。

・12/25（木）坂本福子様デイケア利用開始予定。

・12/26（金）中谷あゆみさん（介護員）ローテ研修。説明は三浦が担当予定。

・書初め大会の事前書き初め期間は12/23（火）～31（水）となっています。各自期間中に書きに行きましょう。
＜利用者情報＞
・古舘　ヨリ　様～昨夜22時に就床し､今朝5時半まで眠れたものの､浅眠で､11時より静養室を利用して休憩している。不安はないか確認すると､｢私が言われたわけじゃないけど､冨田さんが『虐められたらやり返す』って言ってて､怖くなった｣｢それが不安で､熟睡できなかったんだよ｣と話している。仮眠をとってからはスッキリした表情をしており、不安訴えはない。不安感がある時はスタッフに相談し、ともに解決していくよう説明している。

・種本　サハ　様～就床前薬を2包服用したとスタッフに報告。月曜日に忘薬があり、寝る前に夕食後薬と就床前薬の2包飲むようにというスタッフの言葉を思い出して、昨日も2包飲まなくてはいけないと思ったとの事。また、朝食後薬を服用せずに来所している為、服用して頂く。ぼんやりした表情であるが、眠気はなく、朝は目覚まし時計が無くても起きれたと話されている。主治医に報告し、本日は就床前薬を服用せずに様子観察の指示がある。午後に、昼食を食べたことを忘れて、もう一度食べに行こうとすることがあり、説明されても昼食を食べたことを思い出せない様子である。物事を忘れやすい為、帰宅前に服薬の声かけを欠かさずに行っていく。

・大久保　康弘様～弟様がスキーに行き、脳梗塞で亡くなったと話されている。長兄様に確認すると事実であるとの事。悲観的になり、兄弟のことを考えると自分も生きていたくない、死にたいと話されている。作業療法の時間に普段であれば、時間になると準備をしているが、時間が過ぎても何もせず座っている事やケーキを購入してから来所する等、普段と異なる行動が見られている為、様子を観察していく。

＜外来情報＞

・藤村　翔　様～2週間処方となっている。頻脈があり、ソラナックス（0.4）3T×3からジアゼパム（3）6T×3に変更されている。

・中村　茂　様～3週間処方となっている。佐々木泌尿器科を受診した際に尿糖が出ていると言われたと医師に報告し、1/14採血予定となる。

・2週間処方　～高橋洋子様、高柳和子様、大久保康弘様、清水頭翼様、大釜万知様、

東海林康之、清水秋男、小坂君子様、青木紀子様、村上元道様、

番沢政勝様、淡路智恵子様、平京子様

・3週間処方　～磯島貴広様、板橋利美様、本多富美様、成田早希様

カンファレンスシート（　小向　武雄様）

実施日：H26年12月24日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：服部・櫻田・松橋

　　参加者：服部・小林・佐々木・戸賀沢・川井・小屋敷・櫻田・岩見

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	小向　武雄様
	性別
	男
	年齢
	80
	生年月日
	昭和9年2月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	症状の安定を図り現在の生活を維持する。基本的な生活習慣を身につける。対人関係を学ぶ。現実的判断を学ぶ。病識をつける。

	本人希望
	このまま青風荘での生活を続けたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：昭和40年11月17日～平成13年5月31日）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年6月4日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所

	住居：青風荘


	家族構成



	利用制度
	精神障害者手帳1級
	障害基礎年金1級
	後期高齢者医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載

最近、保護者の兄様がなくなり、その時に落ち込んだ様子が見られていた。現在は、普段と変わらない様子で過ごされている。新しい保護者は青風荘でも決まっていないとのこと。現在は、外泊の際に送迎をしていた甥様（小向秀樹様）がキーパーソンとなっている。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活が続けて出来るように日常生活を自分で行う。
	①青風荘での生活を続ける事が出来る様に、日常生活を自分で行う。
	①健康的な生活ができる様に運動プログラムへの参加を継続する。
	①無理をせず、楽しんで運動に取り組む。



	
	②自分から簡単な内容で話しかける事が出来る。
	②簡単な話かけが自分から出来る様になる。
	②自分から話し掛けるのが苦手である為、塗り絵を通じてスタッフとコミュニケーションを図る機会を多くする。

	
	③本人の意欲や興味を持ち続ける
	③本人の興味のある塗り絵や歌に取り組んで、回想をして楽しむ。
	③歌謡曲を歌いながら、昔を思い出して元気を取り戻す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①健康的な生活ができる様に運動プログラムへの参加を継続する。
	· 高齢で筋力が低下し、歩行時に足が床から離れずに擦って歩いている。歩き方転倒リスク高い運動参加して筋力を維持していく必要がある。

· 運動には拒否なく参加。

· 体操では腕を伸ばさず、体幹の動きが小さく、　効果的な運動はできていない。スタッフが近くで声を掛けると、一時的に動きが大きくなるがすぐに小さい動きに戻ってしまう為、継続して声かけが必要である。

・足を擦って歩いているが、足を上げて歩くように促すと、バランスを崩して転倒しそうになる。
	歩行時に足を上げて歩くことは難しい為、下肢の筋力維持の為、床に寝て行う運動を取り入れていく。

	②簡単な話かけが自分から出来る様になる。
	・自分から話がしたいという希望がある為、話すきっかけの挨拶から促していくことを目標としている。

・自分から話し掛けはできない。スタッフからの声かけには短く「はい、はい」と答えている。

・スタッフから挨拶すると、挨拶を返している。

· 自分からスタッフに挨拶することが時々ある。

· 陰性症状が強く、長期療養の中で殆ど話さずに過ごした為、自分から話すことが得意ではない様子。
	自分からの話し掛けが難しい為、まずは自分から挨拶ができるようになることを目標とする。

	③本人の興味のある塗り絵や歌に取り組んで、回想をして楽しむ。
	・高齢で能力向上を目指すのは本人に負担がかかると考えられる。楽しんで生活を送るために、本人の興味のある塗り絵や歌に取り組んでいただけるよう、目標を立案している。

· 塗り絵は作業療法の時間に休まずに取り組んでいる。

· 配色は独特で手本等を見ないで塗っている。歌は好きなようで、スタッフや周囲からリクエストされると大きな声で歌っている。
	スタッフは興味のある塗り絵や歌を楽しめるように、本人の無理がないように、声かけを継続して行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活が続けて出来るように日常生活を自分で行う。
	①健康的な生活ができる様に運動プログラムへの参加を継続する。
	①下肢の筋力を維持と転倒防止の為、床に寝て運動をする。
	①週3回、床に寝て下肢の運動（ストレッチ）を行い、筋力低下・転倒防止に努める。スタッフを運動時に声かけをして、少しでも動きを高めるように関わる。

	
	②自分から挨拶ができるようになる。
	②挨拶をされたら、返すことを続ける。時々、自分から挨拶を返す。
	②挨拶以外の声かけもしてコミュニケーションをとっていく。

	
	③本人の意欲や興味を持ち続ける。
	③本人の興味のある塗り絵や歌に取り組む。
	③作業療法の時間等で、塗り絵や歌に取り組む。

スタッフは本人の疲労がない程度に、趣味の声掛けを行う。


